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LM3100（1.5A）/02（2.5A）/03（0.75A）製品概要

1 ） 低ESRのセラコン対応、COT（Constant On Time）制御の特長
● 設計が難しい位相補正が不要
● 外付け部品が極少；7点
● PWM制御より高速負荷応答可能
● 低ESRのセラコン使用時に従来必要だった直列抵抗等周辺回路が不要
上記特長により、
◆ 設計工数・PCBサイズ削減によりコストダウンが可能
◆ 周辺部品削減によるトータルBOMコストの削減
◆ 低リップルノイズで高精度出力電圧を実現
2 ） プリバイアス起動に対応し、大容量出力コンデンサ使用のアプリにも対応
3 ） 間欠発振モードにより軽負荷時でも高効率を実現
3 ）  各電流ラインアップの製品でピン互換の為、設計・試作時における汎用性に優れ、部品の標準化
に貢献。

製品特長 ターゲット・アプリ

使い方・代表的な回路例

● 24Vバスを使用するFA機器やモータ駆動機器、医療機器、その他産業機械等
● 高耐圧が必要なアミューズメント機器（パチンコ、パチスロ）
● 高サージ耐力が必要な車載機器（LM3120Q、Grade1有）
● 高耐圧が必要で電源占有面積を削減したいアプリケーション一般

Device Vin Range Iout Pkg

LM3100 4.5V-36V 1.5A 20eTSSOP（6.5x6.4mm）

LM3102 4.5V-42V 2.5A 20eTSSOP（6.5x6.4mm）

LM3103 4.5V-42V 750mA 16eTSSOP（5x6.4mm）

（高耐圧・超高速負荷応答・COT制御レギュレータ）

FETスイッチが内蔵でCOT制御の為、
周辺部品が最少7点で高効率電源が構成可能

セラコン対応

非同期整流型に比べ10%高効率
● 低発熱なので、より高い環境温度で使用可能
● 電源の消費電力低減に寄与できるので
 省エネです
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LM3100降圧型DC/DCレギュレータでは、（VIN）に反比例して変化する制御方式を採用していま
す。コンパレータとワンショット・オンタイマに加えて、出力の帰還電圧（FB）を内部リファレンス電
圧の0.8Vと比較することが制御の基本になっています。FBレベルがリファレンス電圧を下回ると、
入力電圧と設定用抵抗（RON）で決まる一定の時間だけ降圧型スイッチがオンになります。オン時
間の後、スイッチは最小で260ns間オフ状態が維持されます。その間にFBピンの電圧がリファレ
ンス電圧を下回ると、スイッチは再びオンになり、次のオン時間中、オン状態が維持されます。スイッ
チング動作は、レギュレーション状態になるまで継続されます。

■ 入力電圧範囲 4.5V ～ 36V or 42V
■ 出力電流 0.75A/1.5A/2.5A
■ 0.8V、±1.5％精度のリファレンス電圧源内蔵
■ 外付け部品点数が少なく、小型
■ ループ補償回路不要
■ 超高速負荷応答
■ セラミック・コンデンサなどの低ESRコンデンサ接続でも安定動作
■ 最大1MHzまでスイッチング周波数を設定可能
■ ローサイドFETによるの電流制限（解説は電流制限の項目をご参照ください）
■ サーマル・シャットダウン
■ 放熱特性の優れたeTSSOP-20パッケージ

LM3100は、負荷が軽い場合は不連続モードで動作し、負荷が重い場合は連続モードで動作しま
す。不連続モード（DCM）では、出力インダクタを流れる電流はゼロから始まり、オン時間の間に
ピーク値まで徐々に上昇し、その後徐々に減少して、オフ時間が終わるまでにゼロに戻ります。次
のオン時間期間は、FBピンの電圧が内部リファレンス電圧を下回ると始まります。それまで、イン
ダクタ電流はゼロで推移し、負荷電流はすべて出力コンデンサから供給されます。このモードでは、
動作周波数は連続モードより低くなり、負荷電流に比例して変化します。スイッチング損失は負荷
とスイッチング周波数の減少に比例して減少するため、変換効率は維持されます。
連続モード（CCM）では、電流は常にインダクタを流れ、オフ時間中もゼロに達することはありませ
ん。このモードでは、負荷変動や入力電圧変動に対して動作周波数が比較的一定に保たれます。

仕様概要

動作概要

低負荷での高効率動作

PCBレイアウト例
詳細はLM3102アプリケーションノートAN-1646参照

日本語ホームページ
LM3100製品   www.tij.co.jp/LM3100 LM3102製品   www.tij.co.jp/LM3102
LM3103製品   www.tij.co.jp/LM3103

WEBENCHでの設計及び動作シミュレーション可能   www.tij.co.jp/webench
製品に関するお問い合わせ   www.tij.co.jp/pic

電流制限検出は、ローサイドのFETスイッチを流れるインダクタ電流を監視することで実行されま
す。次のサイクルが始まるのは、インダクタ電流がカレントリミット値より小さくなり、かつFBピ
ンの電圧が0.8Vを下回った場合です。過負荷条件が解消されず、インダクタ電流がカレントリミッ
ト値を超えている限り、ハイサイドFETスイッチの動作は抑止されるので電流制限時にハイサイド
FETスイッチが動作しカレントリミット値以上のサージ電流が流れる事が無く、より安全です。電
流制限時にはオフ時間が通常よりも長くなるため、動作周波数は低くなります。

電流制限
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